
●プログラム 
 参加費  無料 

 場所     多摩平の森ふれあい館  

              東京都日野市多摩平2-9 

                   http://www.city.hino.tokyo.jp/index.cfm/18,660,84,html 

              中央線豊田駅徒歩５分 

 開催日  ８月６日（土） 
 

  13：00              開会のあいさつ 

  13：05－14：00  バードリサーチ2004年度活動報告（事務局） 

  14：00－16：30  研究発表 

渡良瀬遊水地におけるクイナ類の生息状況 

 （平野敏明：バードリサーチ ほか） 

牛舎でコロニー営巣するツバメの生活 

 （藤田 剛：東京大学） 

東京湾にカワウの食性 

 （戸井田伸一：神奈川県農政水産部水産課） 

あるゴイサギの採食日記 

 （遠藤菜緒子：立教大学） 

その他（発表申し込み歓迎） 

  16：30－17：30  バードベースの使い方講習会 

  17：30              閉会 

  18：00－19：00  エクスカーション：ツバメのねぐら観察会 

  19：30－           懇親会 （京王線聖蹟桜ヶ丘駅，3～4千円程度） 

発表の申し込み，エクスカーション・懇親会の申し込みは

ホームページからお願いします． 

http://www.bird-research.jp/1_katsudo/05taikai.html 

バードリサーチの研究集会を８月６日に「多摩平の森ふれ

あい館」で開催します． 
 

● 研究報告会や講習会のみの参加は，申し込みの必要

はありません．当日参加も歓迎いたします． 

● 研究報告会で発表を希望される方や，エクスカーショ

ン・懇親会への参加を希望される方は，７月２０日まで

にお申し込みください． 

バードリサーチバードリサーチ  

ニュースニュース  
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レポート 

スズメの巣 

～大きなカワウの巣の下で♪～ 

  加藤ななえ 

バードリサーチ研究集会 （8月6日） 

のお知らせ 

  

活動計画 
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 スズメは，瓦屋根の隙間などに巣を作ったりすることや巣

箱をよく利用することが知られていますが，今回はちょっと

変わったスズメの巣のお話です． 

 2005年5月25日に，埼玉県にある武蔵丘陵森林公園で

カワウの繁殖調査を行っていたところ，高さ12メートルほど

のやや枯れ気味のアカマツにあるカワウの巣に目がとまり

ました．巣の下のあたりを2羽のスズメが，盛んに鳴きながら

出たり入ったりしていたのです．双眼鏡で見ると，椀型をし

たカワウの巣のやや斜め下方に，スズメの巣があるようでし

た（写真）．その形などは，はっきりとはわからなかったもの

の，5分ほどの観察の間に，スズメは中に入ったり，出てき

てはそばの枝にとまったりすることを３回繰り返しました． 

カワウの巣

の下に作ら

れ たス ズメ

の 巣．□ が

スズメの巣

の位置を示

し，〇 が 出

入 り し て い

たスズメの

位置を示し

ている． 

 そこで，スズメが大型の鳥の巣の近くに営巣している記録

を探してみました．すると，同じ埼玉県の丘陵地で，サシバ

やハチクマの巣とその周りで営巣したスズメのことを報告し

た文献がありました（内田 1986）．人里離れた場所では，

カラスなどに襲われるの防ぐために，猛禽の存在を利用し

ているのかもしれません．カワウにも同じ効果があるので

しょうか？ 

 猛禽の場合は，店子のスズメも襲われることがあるようで

す．カワウがスズメを食べることはありませんが，あの水のよ

うにさらさらした大量の糞がスズメの巣にまでかかると思う

と，ちょっと気の毒です．1ヵ月後の6月24日には，周囲にス

ズメは見られませんでした．無事に巣立ったのでしょうか？ 

 

引用文献  

内田博．1986．猛禽類の巣近くで繁殖する鳥について．日

鳥学誌35：25-32 

翌日は同じ会場でツバメサミットが予定されています． 

ご興味のある方はこちらにもご参加ください． 

http://www.tsubame-map.jp/tsubame_summit.html 

http://www.city.hino.tokyo.jp/index.cfm/18,660,84,html
http://www.bird-research.jp/1_katsudo/05taikai.html
http://www.tsubame-map.jp/tsubame_summit.html


 パパもママもせっせとヒナへ餌を運びます．しかし，水族

園ではいつでも餌があるわけではなく，ヒナへ給餌できる

のは１日２回飼育員さんが餌を持ってくる時のみ．そのせ

 エトピリカは一夫一妻制で，ほぼ毎年同じ雌雄がペアに

なります．お母さんはとても苦しんで，大きな卵を１つだけ

産み落とします．それもそのはず，お母さんの体重は約

 では，このエトピリカ，ど

のように子育てをするの

でしょうか？断崖絶壁や

人がなかなか近づけない

ような，壁の割れ目や穴

などに営巣するため，観

察しにくく，その繁殖生態

はあまり記録されていま

せん（写真２）． 

 しかし，葛西臨海水族

園では，貴重なエトピリカ

の繁殖の様子をビデオカ

メラを通して観察すること

が で き ま す．水 族 園 で

は，毎年数ペアが巣穴に

取り付けられた巣箱で子育てをします．巣箱にはカメラが

仕掛けてあり，産卵から巣立ちまで，24時間ビデオに録画

しています．そこで，録画されたビデオの分析から分かった

ことを，ここでご紹介いたします． 

 このニュースレターの読者なら，ご存知の方が多いと思い

ますが，念のため，少しご紹介します・・・ 

 エトピリカは，北海道でも

繁殖している海鳥です．ほ

とんどが北太平洋沿岸の

崖や斜面などで繁殖しま

す．アイヌ語でエトが嘴，ピ

リカが美しいという意味が

あり，その名の通り，オレン

ジ色の鮮やかな嘴を持っ

ています（写真１）．足はオ

レンジ色の長靴を履いたよ

うにも見え，繁殖期には黒

い体に白い顔，眼の周りは

赤く縁取られ，たなびく金

髪のような飾り羽をもつ姿

になります． 
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子育ての様子を調べる ２. 

エトピリカの子育て 

 ～水族園のパパとママたち～ 
濱外晴美 バードリサーチ嘱託研究員 

福田道雄 東京都葛西臨海水族園 
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700g．それに対し

て，産 ま れ て く る

卵は約90gですか

ら，親鳥の1/10以

上の大きさです．

たった一つの大

切な卵を，両親で

一緒に育てます． 

 卵 が 産 ま れ る

と，雌雄交代で温

めなければいけま

せん．野生では，

卵は常に温められているというわけではなく，１日数時間，

多いときは丸々１日，エサを食べに行ったり，休憩したりと，

両親が海に出ている間，卵は放っておかれます（Wehle 

1980）． 

 ところが水族園の

お父さんとお母さん

は，遠くへ行くこと

ができないせいか，

行く必要もないせい

か，はたまた他にす

るこ と が 無い せ い

か，絶え間なく抱卵

し 続 け ま す．時 に

は，既に抱卵してい

るパートナーを押し

のけて卵を抱え込んだり，どちらが抱卵するかで押し合い

へし合いになり，結局一緒に抱卵したりという様子も時々見

られます．その結果，野生の卵が45日で孵化するのに対し

て（Piatt and Kitaysky 2002），葛西臨海水族園の卵では

平均41日と，数日早く孵化します． 

 ヒナが誕生しても，ヒナ自身で体温調節できるようになる

まで，両親交代で抱雛します．Piatt and Kitaysky (2002）

によると，その期間は１週間ほどとされています．ところが，

水族園の親鳥たちは卵の時と同じように，長い期間抱雛し

続けます．その時

間は，ヒナが成長

す るにつ れ て だ

んだん少なくなっ

ていくものの，ヒナ

が 大 き く な り，親

の翼に入りきらな

い大きさに成長し

ても抱くことがある

ほどです． 

 

 

写真１．エトピリカ． 

[ 撮影地：アラスカ セントポール島] 

写真３．エトピリカの卵． 

［水族園の巣箱内］ 

エトピリカとは？ １. 

写真４．挨拶をするオスとメス． 

［水族園の巣箱内］ 

写真５．ヒナを抱こうとするメス 

［水族園の巣箱内］ 

写真２．エトピリカの営巣環境． 

[ 撮影地：アラスカ セントポール島] 

● 給餌 
● 抱卵と抱雛 



図３．ペアごとの１日あたりの給餌回数（両親の合計値）． 

いか，親たちはヒナが食べきれないほどのエサを運び込み

ます．食べ切れなかったエサはそのまま巣に残され，数時

間経ってからヒナが食べることもあります．それでもエサが

足りないとヒナが訴えたらどうなるでしょう？残念ながら，ビ

デオの記録には音声が入っていないため，ヒナがエサを求

めて鳴く声は録音されていません． 

 しかし，ヒナがお腹を空かせていると思われる夜中，親鳥

が羽やワラ，水槽に生えている藻の塊のようなものを運ん

で来ることがしばしば見られます．最初は巣材の補給と思

いましたが，どうやらヒナへ「食べなさい」とすすめているよ

うです．気づくと，運んで来る羽やワラは，ちょうど水族園で

給餌している魚と似た長さ、藻の塊も給餌しているオキアミ

に似ているようにも見えます．ヒナは親が運んできたものを

受け取ろうとはしますが，すぐに食べられないものだと気づ

き，ペッと放り投げてしまいます．ヒナへ給餌できないストレ

スが，エサに似た代替物を運ぶ行動を引き起こしているの

かもしれません． 

 野生では孵化から45日ほどで巣立ち日を迎えます．水族

園では平均56日かかっていました（図1）．近縁種のニシツ

ノメドリでは，ヒナの成長が遅いと巣立ちが遅れるという報

告がありますが（Barrett and Rikardsen 1992），水族園のヒ

ナたちは野生のヒナよりもピーク時の体重が少ないというわ

けではなく，決して成長が遅いわけではありませんでした． 

 しかし，ヒナの巣立ち時の体重は，野生での記録と同じ

か，それ以下になっているのです（図2）．それは，ヒナが大

Wehle, D.H.S. 1980. The breeding biology of the puffins : 

Tufted Puffin, Horned Puffin, Common Puffin, and Rhi-

noceros Auklet. Ph.D.diss., Univ. of Alaska 

Piatt, J.F., and A.S. Kitaysky. 2002. The Birds of North 

America, No.708 :  Tufted Puffin. 

Barrett, R.T., and F. Rikardsen. 1992. Chick Growth, 

Fledging Periods and Adult Mass Loss of Atlantic Puf-

fins during Years of Prolonged Food Stress. Colonial 

Waterbirds 15(1):24-32. 

Gjerdrum,C. 2004. Parental provisioning and nestling de-

parture decisions: A supplementary feeding experiment in 

Tufted Puffins on Triangle Island, British Columbia. Auk 

121(2):463-472. 
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● おまけ 
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図１．飼育下（水族園）と野生観察例の巣立ち日齢の比較．野生観察例

は，複数の文献をもとに作成． 
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きく育つと，ある日突然，親たちはヒナへ餌をあまり運ばな

くなってしまうためです（図3）． 

 巣立ち前になると，給餌量を減らすことでヒナを巣立ちに

導くという報告例があります（Gjerdrum 2004）．水族園での

子育てでも，親たちは給餌を減らすことで，ヒナを巣立ちへ

と駆り立てているのでしょうか？巣立ち前に水族園のヒナが

痩せているのかどうか，より詳細に調べて分析したいテー

マの１つです． 

 水族園のパパとママたちは，野生での記録とは一致しな

い行動も見られ，「飼育下」ならではの行動もとっていると

思われます．そのため，ここで得られたデータが，どこまで

エトピリカ本来の繁殖生態を示しているのかは分かりませ

んが，「飼育下」という特殊な環境にありながらも，野生個

体や近縁種での報告と似た行動が見られたことから，野生

での繁殖と同じ一面も見せていると思われます． 
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図２．飼育下と野生観察例の巣立ち時体重の比較．野生観察例は，複

数の文献をもとに作成． 

引用文献 ４. 

データをみる ３. 

 今の時期，野生でも水族園で

も，エトピリカのパパとママは子育

てに一生懸命です．どの親から

も，元気なヒナが誕生してほしいと

願うばかりです． 
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 採食方法は嘴をあけて水の中に突っ込み，頭を左右に

ふりながら前進して，嘴のあいだにはいってきた水生生物

をくわえ取るというもので，水が濁っていて獲物が見えない

ような環境でも採食することができる反面，食物となる水生

生物の密度が非常に高い場所でないと，うまく採食するこ

とができない． 

繁殖システム：  

 一夫一妻で，抱卵は雌雄交代で行ない，ヒナの

世話も雌雄で行なう． 

 

巣：       巣は無人島の岩棚や地上に枯れ枝を組み合わ

せてつくられる．アオサギなど他種の巣を利用する

こともある． 

分類： コウノトリ目 トキ科 

全長：   688-777mm         翼長：          362mm (346-371) 

尾長：   109mm (101-116) 露出嘴峰長： 183mm (163-207) 

ふ蹠長： 139mm (129-152) 体重：        1660g (1470-1900) 

※全長は榎本（1941），ほかは香港で捕獲した13個体の

データによる 

羽色：   全身白色で嘴と嘴から目にかけての部分と足が

黒色．首，嘴，足が長い．嘴が「しゃもじ」のような形

をしているのが最

大の特徴である．

成鳥のくちばしは

黒 く，皺 が あ る

が，若 鳥 は 皺 が

なく肉色を帯びて

おり，翼の先に黒

色部がある．繁殖

期の成鳥は頭部

の冠状の羽が長

くのびており，そ

の部分と胸が黄

色身を帯びる． 

分布：         クロツラヘラサギは，アジア東部の極めて狭い

範囲にのみ分布している種である．繁殖地は

おもに南北朝鮮国境付近西部沿岸にある無

人島で，北朝鮮西海岸から中国遼東半島にか

けての無人島でも繁殖している（Chong & Pak 

1999, Ueta et al. 2002）．おもな越冬地は台湾，

香港，日本（九州から南西諸島），マカオ，ベトナ

ム北部で，韓国済州島，中国東海岸，タイでも

越冬している（Yu 2005）． 
 

生息環境：  繁殖地は無人島で，ほかの海鳥にまじって繁

殖しており，10km以上離れた本土の沿岸部の

干潟や河口まで移動して，魚，甲殻類などの水

生生物を採食する（鄭ほか 1996）．韓国では水

田でも頻繁に採食している．越冬地では干潟，

河川の河口部や池，養魚場などの浅い水域に

生息しており，繁殖期とは異なって，行動圏は

非常に狭いものが多い． 

4 

クロツラヘラサギ 英：Black-faced Spoonbill  学：Platalea minor 

分類と形態 １. 

分布と生息環境 ２. 
興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

●増えている怠惰な若者？ 

 人工衛星をつかった渡り追跡調査から，越冬地から繁殖

地への渡りの時期は若鳥よりも成鳥の方が早く，中継地で

の休息も短く早く，繁殖地へ到着し，繁殖を開始することが

わかってきました（Ueta  et.  al.  2002，Ueta  &  Higuchi 

2002）．繁殖を行なわない若鳥の中には，渡りを行なわず

に越冬地で夏をすごしたり，渡りの途中の中継地で夏を過

ごしたりするものもいます．日本では数年前までは越夏す

る個体は見られませんでしたが，2003年夏からは越夏する

若鳥が見られるようになって

きています．越冬個体数が

増えた結果，このようなこと

が生じてきたのか，それとも

繁殖地が手狭になってきて

若鳥がいる場所がないのか

理由は今のところわかって

いません． 
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写真２：衛星用送信機をつけられ

たクロツラヘラサギの成鳥 

0 1000 km500

Taiwan
Hong Kong

?
?

生活史 ３. 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月
越冬 繁殖渡り 渡り 越冬

図１：衛星追跡によるクロツラヘラ

サギの渡り経路 

写真１： クロツラヘラサギの若鳥（三田長久氏

撮影）．くちばしがつるっとしている． 

卵：      一腹卵数は２～３卵である。 
 

抱卵・育雛期間： 

  抱卵期間は26日程度である。育雛期間は約40

日である。 
 

繁殖開始齢：            

 飼育下での観察では，成長するのに時間がかか

り，成鳥の羽色になるまでに５～６年かかる．雌では

３歳で繁殖可能になり，雄は４～５歳から繁殖可能

になる（Chong et al. 1999）． 
 

渡り：   台湾や香港で越冬する個体は，大陸沿いに北上

し，朝鮮半島へと渡る．沖縄で越冬している個体は九

州経由で朝鮮半島に向かうことが，2003年度に環境

省によって行なわれた調査でわかってきた． 

食性，その他 ４. 



い，クロツラヘラサギの越冬地を明らかにして，そこを保全

していくことが重要です．この地域は，クロツラヘラサギや

その他の水鳥の渡りの中継地としても利用されている場所

なので，越冬が確認されなくても，良好な干潟を保全する

意味は大きいと考えられます． 

 クロツラヘラサギとは，香港からの渡り経路の衛

星追跡調査ではじめて関わり，少し遠ざかりつつ

も，現在も関わっています．はじめて捕獲を試み

た年には，うまく捕獲できず，当時世界最軽量の

送信機を開発し，提供いただいたNTTの皆さん

に合わせる顔がなかったのを覚えてい

ます． 5 
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●世界の個体数 

 1994年より，毎年１月中旬に，

世界で見つかっている越冬地

全てで一斉に個体数調査が行

なわれています（Yu 2005）．そ

の結果では，1994年の351羽か

ら2005年の1475羽へと記録個

体 数 は 急激 に増加 し ていま

す．しかし，この増加のすべて

が「個体数」の増加ではなく，見

つかっていない越冬地が開発

などにより消失し，そこで越冬し

ていた個体が，既知の越冬地

に移動してきた部分も大きいと

考えられています． 

 同様の個体数の増加は，クロ

ツラヘラサギと分布状況が似ていて，同じように干潟に依

存して越冬しているズグロカモメやツクシガモの九州の越

冬群でもみられています． 

 今はクロツラヘラサギの越冬地は見つかっていないので

すが，存在する可能性のある中国東海岸を2003年2月に

環境省の委託調査で訪れる機会がありました．ところが，

地図上は干潟になっている場所が，実際には埋め立てら

れて消滅していたり，養貝場になっていたりと，クロツラヘラ

サギが利用できない環境へと改変されていました．衛星画

像を見てみると，干潟の変化は明白です（図；長谷 川 

2005）．このような変化によって，越冬できなくなったクロツ

ラヘラサギが一部の越冬地に集中したのかもしれません． 

植田睦之 

執筆者 

 世界最大のクロツラヘラサギの越冬地である台湾台南県

では，2005年には全体の半数以上の757羽が越冬してい

ました．ここで2002年12月から翌１月にかけてボツリヌス菌

による中毒で73羽ものクロツラヘラサギが死亡しました．ク

ロツラヘラサギの大量死はそのときが初めてでしたが，そ

れ以前にもカモ類の大量死は何度か起きているとのこと

で，今後，再びクロツラヘラサギの大量死が起きる可能性

は否定できません．大量死が起きたときの救護策を立てる

ことも必要ですが，これ以上越冬個体の集中化が進まない

ようにすることが，この危険を避けるためには必要でしょう．

見つかっているクロツラヘラサギの越冬地を保全するととも

に，開発が急激に進んでいる中国東海岸で調査を行な

図３． 

 中 国 温 州

湾の養殖池

の 変 化．干

潟 が 多 く 残

されているこ

こ で も 干 潟

が養殖池に

か わ っ て い

る（長 谷 川 

2005）． 

●必要な保護のための連携 

●大量死の危険 
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図２：クロツラヘラサギの個体

数の変遷．急激に記録

個体数が増加している

が，必ずしも個体数の増

加を示していないのでは

ないかと考えられている 

 クロツラヘラサギは世界的に見れば極東に局地的に生

息している鳥ですが，それでも朝鮮半島からベトナムまで

の多くの国や地域を渡る渡り鳥です．このような種の保護

を進めるためには国内外の多くの団体が協力していくこと

が不可欠です．日本国内では2002年に「日本クロツラヘラ

サギネットワーク」が立ち上がり，国外ではバードライフイン

ターナショナルによって保護のための計画の策定をすすめ

られています．このような国内外のネットワークがより活発に

活動していくことが今後のクロツラヘラサギの保護の鍵に

なっていると思います． 

1998年 2004年 



析，主成分分析のほかに，TWINSPANや分類樹木などと

いった新しい方法も使われるようになっています．しかし，

これらの新しい方法は，生態学のために考案された方法

だったり，顧客情報の解析などのデータマイニングに使わ

れる特殊な方法ということもあって，日本語で読める解説は

ほとんどありませんでした．英語の解説はありますが，ただ

でさえ小難しい多変量解析の方法を，日本語で！読める

のはありがたい限りです． 

 調査方法や解析方法の部分に

ついてはもう少し図表をつかって

解説して欲しかったな，とか，鳥

の写真はもっと良い写真のほう

が親しみがもてるのにな，とかは

ありますが，身近な鳥の研究に

興味のある人は，ぜひ読んでみ

ると良いと思います．この本，著

者の加藤さんからバードリサーチ

に寄贈いただきました．ありがとう

ございました． 【植田睦之】 
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研究誌掲載論文 

 バードリサーチでもベランダバードウォッチなど，身近な

環境での調査を始めていますが，公園などの身近な緑地

の鳥類相の研究について，まとめた本が発行されました． 

 本書では，緑地の質，大きさや配置などが緑地に生息す

る鳥類にあたえる影響についての研究成果を紹介するとと

もに，その理論的な枠組みについて紹介されています．部

分的に紹介はされていましたが，これだけまとまって紹介さ

れている本はなかったと思うので，都市の鳥類の生息状況

に興味を持ち始めた人にとっては，とてもよい教科書だと

思います．また，ある程度このあたりのことについて知って

いる人でも，緑地の鳥類相についての研究は，鳥学会より

も造園学会や景観生態学会など，ぼくらが目にしたり参加

する機会のあまりない学会での発表されることが多いの

で，それらがまとめられているという点で，詳しい人にも参

考になると思います． 

 本書のもう１つの特徴として，調査方法や解析の方法に

ついても解説されていることがあげられます．調査方法に

ついては他書でも読めることですが，解析方法について

は，近年，従来から使われているクラスター分析や判別分

増やしてその後の変化を見てみました．すると巣箱が増え

るとともにスズメが減少し，カラ類が戻ってきたそうです． 

 パス解析という手法を使って気象条件を含め，その結果

を評価すると，スズメの営巣数は気象条件（おそらく食物量

を指標するものと思われる）に影響を受けているので，巣箱

が増加してもスズメの営巣数は増加しないのだと考えられ

ました．そのため，巣箱が増加するとスズメが使わない巣箱

が増えることになります．そこで，営巣場

所を得られるようになったカラ類が戻って

きたのだと考えられます．巣箱の数とスズ

メの営巣数にも負の相関が見られました

が，なぜ，巣箱密度が増加したときにス

ズメが減少したのかは現時点では良くわ

からないということです． 【植田睦之】 

巣箱の設置数のスズメとシジュウカラ類の営巣数への影響 (A9-A14) 

峯岸典雄 

都市の緑と鳥 

加藤和弘著／朝倉書店 定価 2,600円 

 このコーナーでは，Bird Researchへの掲載が決まった論

文について紹介していきます． 

 今回，掲載された論文は，峯岸典雄さんの「巣箱の設置

数のスズメとシジュウカラ類の営巣数への影響」という論文

です．峯岸さんは，毎年，全国のゴルフ場にかけられた

3000個もの巣箱の繁殖状況を調査して

いるのですが，その一つ，神奈川県の長

竹カントリークラブで，巣箱を設置した当

初はカラ類がたくさんいたのが，しばらく

経つとスズメが多くなってカラ類が減って

しまったことを観察されました．これはほ

かでは見られなかった現象で，このゴル

フ場のみ，巣箱の設置密度が低かった

のがその原因ではないかと考え，巣箱を

図書紹介 

図 １．ス ズ メ が 利

用した巣箱 
図 ２．カ ラ 類 が 利

用した巣箱 
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